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特　集

課題解決型高度医療人材養成（精神領域）のこれから―産業保健との関連から―

京都大学 ASD project の歩みと今後の展望

義村　さや香

　不登校，ひきこもり，長引くうつや就労困難といった国民的健康課題の背景に，発達症，

特に自閉スペクトラム症（ASD）の関与があることが近年知られるようになった．京都大

学「発達症への介入による国民的健康課題の解決」事業（通称 ASD project）は，2018

年度に文部科学省課題解決型高度医療人材養成プログラム事業に選定され，ASD を含む

発達症の多様な健康問題に対応しうる医療者・医療関連職を系統的に養成することで国

民的健康課題を解決に導くことを目標として，2019 年度より教育プログラムをスタート

した．2019～2022 年度は，医師，歯科医師，薬剤師，看護師，公認心理師／臨床心理士，

精神保健福祉士，学校教諭，司法関係者などの多職種からなる受講者 39 名が，講義や参

加体験型実習などから構成される 2 年間 120 時間のプログラムに参加した．プログラムに

は，医療分野のみならず，司法的な問題の解決や，アートによる ASD の強みの活用をめ

ざした関連分野の専門家による授業も含まれ，さらには司法事例分析論文の執筆指導を通

じて，ASD および発達症の診断や見立てと，評価の基礎となるエビデンスに基づいた医学

的知識，特徴的な精神生理の理解を深め，ライフステージを通じて生じる課題に対し，適

切に対応しうる支援技能を得ることが可能なプログラムが提供された．2023 年度現在，

プログラム修了生 28 名が，所属機関や地域においてそれぞれの専門性を活かした取り組

みを行っており，また，修了生／受講生，プログラム講師，京都大学といった ASD project

関係者との間で発達症支援ネットワークを形成し，必要時には医療，教育，福祉分野など

の分野を横断したチーム体制でケース対応にあたっている．本論文では，産業保健との連

携も視野に入れた ASD project のこれまでの活動を振り返り，今後の展望についても報告

した．

索引用語	 自閉スペクトラム症，発達症，発達症支援，多職種連携，課題解決型高度医療人材養成
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は　じ　め　に

　不登校やひきこもり，長引くうつや就労困難といった国

民的健康課題の背景に，発達症，特に自閉スペクトラム症

（autism spectrum disorder：ASD）の関与があることが近

年知られるようになった1～3,9）．ASDは多彩で複雑な臨床

像を示し，生じる課題が各ライフステージで変化するた

め，超領域的・長期的な視野をもった支援が必要である．

しかしながら，そのような臨床像の性質ゆえに，関係者に

よる理解や先を見通した支援を困難にしていることも少な

くない．また，有症率や医療および社会における需要の高

さに比べ，高等教育機関における児童精神医学講座など

ASD・発達症について系統立てて学べる機関は少なく，圧

倒的に専門家が不足しているという現状4）もある．

　京都大学大学院医学研究科は，わが国で古くから発達症

の医療に取り組んできたという経緯があり，人間健康科学

系専攻という部門を有し，リハビリテーション科学や看護

学など医療を広くカバーする多様な医療職を養成している

という特長がある．そのため，ASDの精神生理に精通した

教員が，チーム医療の構成員となる医師，コメディカルの

ほか，公認心理師/臨床心理士や養護教諭などの医療関連

職の資質向上にあたることが可能である．この地盤を活か

し，メンタルヘルスの問題の背景にある発達症を的確に診

断する/見立てることができ，その特徴的な精神生理を理

解し，ライフステージを通じて生じる課題に対し適切に対

応しうる高度専門人材を育成するプログラムを提供するこ

と，そして，このプログラムで育成した人材の輩出により，

メンタルヘルスにおける国民的健康課題を解決することを

目的として，2018年度に「発達症への介入による国民的

健康課題の解決」事業（通称ASD project）が開始された．

　著者は 2018年度から 5年間，実行委員・プログラム講

師として ASD projectにかかわってきた．本論文では，

ASD projectのこれまでの活動を振り返り，今後の展望に

ついて，産業保健との連携という観点を交えながら，報告

する．

Ⅰ．ASD	project の教育プログラム

1．	教育プログラムの内容

　教育プログラムの開発に先立ち，関西地域における専門

家向け研修会を通じてプログラムについてのニーズ調査を

行い，その結果を参考にしてプログラムを構築した．授業

内の対話による受講生の反応や外部評価委員からの意見に

加え，すべての授業に関して受講生による授業評価を実施

し，教育プログラムの開発にその意見を反映させ，最終的

に，表 1に示すように，1年次に 54時間，2年次に 40時

間の計 94時間の系統的講義，および参加体験型実習 26時

間から構成される 120時間のプログラムを開発した．プロ

グラムでは，精神医学のみならず，リハビリテーション科

学，認知神経科学，心理学，福祉，司法など分野を横断し

た内容を扱い，さらには，ASDの認知処理に注目し，その

強みの活用をめざすアートの授業を京都市立芸術大学と連

携して行うなど，本学独自の授業も含まれた．また，周産

期，幼児期，学童期，青年期，成人期と，ライフステージ

を網羅した内容ともなっている．

　1年次は基礎的な内容，2年次は応用的な内容を授業で

扱っている．1年次は e‒learningによる学習と対面授業に

よる学習を交互に挟み，2年次のプログラムに備えて精神

医学および関連する分野の学習を網羅的に行うとともに，

施設実習により他分野で行われている支援について学習す

る機会を設けている．2年次は，医療・学校保健・社会生

活・司法領域で起こる臨床的問題・課題に対する介入技法

を，多職種によるディスカッションを通じて学習する．2

年次のディスカッションについては，1学年最大 10名と少

人数であるがゆえに可能なインタラクティブ性をもち，同

期生間の関係性を深めるのみならず，学びの促進にも役

立っているため，受講生からの評価も高いものとなってい

る．

　2020～2022年度の修了生 28名による教育プログラムの

評価は 5段階中の 4.8であり，Ⅱ．にて後述する修了生の

所属機関上司による修了生の支援技能評価の結果と合わせ

ると，満足度，教育効果とも高い，質の高い教育プログラ

ムが開発できたと著者は判断している．受講生からは，「司

法事例での見立てが可能となり，対応方法への見通しを立

てられるようになった」「先のライフステージで起こりう

る問題を考えながら対応することが可能になった」との意

見が多く認められ，司法・すべてのライフステージを見渡

した対応に関する教育効果が特に高いと考えられる．

2．	受講生の内訳

　2019～2022年度の間に，医師をはじめとする医療職，

公認心理師/臨床心理士，精神保健福祉士，学校/司法関係

者などの多職種からなる受講者 39名を受け入れた（表
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表 1　ASD	project 履修証明プログラム科目表

科目区分（科目内容）
履修形態別時間数 年次別時間数

授業科目 授業形式講義
（時間）

参加体験型
（時間）

1年次 2年次

ASD概論
（社会のなかでASDをめぐる諸問
題）

3 3 発達症総論 e—learning

2 2 母子精神保健 対面

2 2 母性看護・助産学と精神科看護学 対面

2 2 就労におけるASDの課題 対面

ASD臨床基礎論
（ASDを理解するための基礎知識）

3 3 ASD概論（概念，診断，臨床的特徴） e—learning

1 1 ASDの精神生理とエビデンス 対面

3 3 ASDと睡眠 e—learning

3 3 ASDとてんかん e—learning

3 3 精神症状と精神疾患 e—learning

ASDのライフステージ介入技法
（ライフステージにおけるASDの
実際）

3 3 ASD臨床論 1（幼児期，学童期） 対面

3 3 ASD臨床論 2（青年期，大学生） 対面

3 3 ASD臨床論 3（成人期） 対面

3 3 ASDと併存症・二次障害 e—learning

3 3 ASDと司法的問題（少年事件，刑事事件） 対面

ASDの医学的介入
（ライフステージにおけるASDの
課題と医療的介入の実際）

3 3 精神科作業療法 e—learning

2.5 2.5 ASDと発達リハビリテーション 対面

2.5 2.5 音楽療法 対面

3 3 ASDと精神科リハビリテーション 対面

3 3 精神科薬物療法 e—learning

3 3 精神療法と心理教育 e—learning

ASDのソーシャルワーク
（ライフステージにおけるASDの
課題と社会的介入と適応の実際）

7 7
発達症介入論 1
（医療：うつ，社交不安，依存，トラウマなど）

対面

3 3
発達症介入論 2
（学校保健：不登校，いじめ，自殺企図など）

対面

2 2
発達症介入論 3
（社会生活：ひきこもり，就労支援，子育て支援など）

対面

4 4
発達症介入論 4
（司法領域：少年事件，刑事事件）

対面

4 4 ASDとアート 対面

ASDの実践のための臨床実習
（ASDの人への専門的対応と支援
のための参加・体験型実習）

3 3 精神科リハビリテーション実習 対面

3 3 発達リハビリテーション実習 対面

8 8 幼稚園・保育園見学／ケース分析実習 対面

3 3 ケース・インタビュー実習 対面

3 3 認知機能評価実習 対面

3 3 心理検査実習 対面

3 3 司法ケース分析演習 対面

ASD課題解決のための実践学
（ASDの課題を学術的に解決する
ための実務能力育成）

8 8 ASD臨床研究方法論 対面

12 12
事例分析論文
（論文作成指導，面接，口頭試問あり）

対面

総計 94 26 68 52
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2）．このうち，2019～2021年度に受け入れた 29名の受講

生のうち 28名が 120時間の教育プログラム受講，および

重大司法事例に関する修了論文の作成を経て修了認定さ

れ，履修証明と「自閉スペクトラム症高度専門支援者」の

称号を授与されている．例年，定員 6名に対し 40名を超

える受講志望者のなかから，経歴や志望動機を考慮して受

講生を選抜してきた．さまざまな機関に所属の医療関係

者，分野横断的な活動領域をもつ専門家を選抜して受け入

れたことにより，各受講生の他分野に関する視野が広が

り，多職種連携に必要な資質育成に役立っている．

Ⅱ．修了生の活動状況

1．	具体的活動

　修了者は，医療，保健，福祉，教育，行政など自身の所

属機関や他領域の機関との連携を通じて，直接支援を行う

とともに，他の支援者の資質向上に向けた活動も行ってい

る．資質向上に向けた具体的な活動としては，所属機関や

関連施設における研修会の企画者/講師としての参画，同

僚への伝達講習などが挙げられる．児童精神科クリニック

の開業や相談支援事業所の立ち上げ，体制整備事業にかか

わる修了生も多く，地域における支援体制強化にも貢献し

ている．ASD projectを受講することで，「他領域の機関と

の連携の際に，ケースの特徴を説明する技能が向上し，ど

のようなことを期待できるか，どのように依頼したら良い

か，といった点が明確にわかるようになって，円滑に連携

できるようになった」と修了生より報告されている．

2．	所属機関上司による修了生の支援技能評価・所属機関

での波及効果

　ASD projectでは，プログラムの一環として，受講生の

修了半年後に修了後フォローアップ研修を開催している．

この研修は，修了者の技能維持と，受講期間の異なる受講

生間のネットワーク形成の機会提供を目的とするものであ

る．開催に先立ち，修了生の所属機関上司に修了生の支援

技能を評価いただいた．2020～2022年度の修了生 28名に

関する評価の結果を，図 1に示す．解析の結果，回答を依

頼した 9項目すべてにおいて有意な支援技能の伸びがみら
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表 2　ASD	Project：2019～2022 年度の受講生と職種

医師 歯科医師 薬剤師 看護師
公認
心理師／
臨床心理士

作業療法士
精神保健
福祉士

学校教諭 その他

1期生

0 0 0 1 3 1 1 1 1
養護
教諭＊1

発達障害者
支援
センター
相談員

2期生

4 0 0 1 2 1 0 1 1
小児科
医：2
精神科
医：2

小学校教諭 指導主事 家庭裁判所
調査官

3期生

0 0 1 1 1 1 2 1 4
法務技官 大学の

コーディ
ネーター

養護教諭 音楽療法士，
栄養士，
鑑別技官，
スクール
ソーシャル
ワーカー

4期生

2 1 0 0 3 0 （3）＊2 2 2
小児科
医：1
精神科
医：1

発達支援，
障害者就労，
矯正施設

支援学校
教諭＊1，
養護
教諭＊1

保健師，
スクール
ソーシャル
ワーカー

＊1滋賀県，京都市教育委員会からの被推薦者
＊2多職種で算定したものを含む
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れており，修了生における高い教育効果が認められた．こ

れらの評価項目は，「発達症の的確な診断/見立てが可能

で，特徴的な精神生理を理解し，ライフステージを見通し

た支援の提供が可能な人材の育成」というASD projectの

目的と合致するものであり，これまでの修了生における

ASD projectの人材育成に関する目的は達成していると考

えられる．

　また，修了生における教育効果のみならず，修了生を通

じた所属機関での波及効果も認められている．修了生の支

援技能評価と同時に，所属機関における「発達症に関する

知識の深化」「適切な理解の向上」「対応力の向上」につい

ても，所属機関上司へ評価を依頼し，5段階中 4前後の評

価（3以上が高評価）を得ている．

Ⅲ．産業保健分野との連携も視野に入れた，	
発達症リハビリテーションネットワーク拠点の	

形成

1．	発達症リハビリテーションネットワーク

　関西地区を中心に，京都大学を統括拠点，受講生所属機

関を地域の拠点として，本学‒修了生/受講生を中心とする

発達症支援ネットワークを構築し，活動を始動した．修了

生/受講生は定期的な症例検討会や勉強会を独自に開催す

るなど（本学実行委員はアドバイザー・オブザーバーとし

て参加），修了/受講生間および本学の間でのネットワーク

を形成して活動を行っている．また，本学が実際のケース

について相談を受けたり連携をコーディネートするなか

で，修了生/受講生/本学（医学部附属病院を含む）間で必

要に応じた多職種チーム体制を組み，支援にあたったケー

スも複数あった．Ⅴ．で示すように，修了生の所属機関と

本学との間での協働事業も立ち上がっている．

2．	産業保健分野との連携を視野に

　就労支援を希望する当事者については，その状態に応じ

て 3つのパターンに分類されると著者は考えている．（ⅰ）

支援学校や就労移行支援を介して就労したケース，（ⅱ）

就労してからつまずきが生じたケース，（ⅲ）就労より重

視すべき点のあるケース，の 3つである．（ⅰ）について

は，幼少期より支援を受けており適応状態が良好な者が多

く，（ⅲ）については，就労について相談するもそれ以前に

生活支援が必要な状態であったり，福祉サービスへのアク

セスの難しさが顕著なひきこもりケースなど，生活そのも

のに支援を要するケースが多い．就労支援の現場で課題・

問題が多く生じているのは，未診断で自己理解や対応・支

援方法の確立されていない者が多く含まれる（ⅱ）と想定

している．そのような場合，メンタルヘルス上の不調も抱

えており，より発達症の症状が見えにくくなっていること

が想定される．

　ASD projectでは，就労・雇用の分野との連携や人材の

育成も視野に入れ，障害者雇用を行う特例子会社とその親
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図 1　所属機関上司による修了生の支援技能評価
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会社で活動する人材など，就労・雇用分野の受講生も受け

入れている．また，長年就労支援に携わってきた/現在就労

支援機関に所属する専門職を教育プログラム講師として迎

え入れ，就労分野での支援や就労関連機関との連携におい

て重要となるポイント，発達症の強みを活かすための視点

について学習する機会を強化している．これにより，メン

タルヘルス問題の陰で見逃されている発達症の特性に注目

し，必要に応じた多機関連携や強みを活かす取り組みを行

う就労支援分野の人材育成が可能となっている．

Ⅳ．啓発活動

　ASD projectでは，教育プログラムのみならず，発達症

の啓発活動にも力を注いでいる．2019～2022年度の間に，

16回のシンポジウム・研究会・講演会を開催し，約 1,600

名の参加者を得た．新型コロナウイルス感染症流行に伴う

web会議システムが普及していった時期と重なり，これら

の多くはweb上で行われたため，北海道から沖縄まで日本

全国から参加を得ることができた．参加者には，医師，歯

科医師，看護師・保健師，薬剤師，作業療法士，公認心理

師・臨床心理士，その他の医療関係者のみならず，大学教

職員，研究者，大学院生，大学生，企業の管理者，小中高

の教諭（特別支援学校教諭含む），幼・保教諭，当事者・当

事者家族などが含まれていた．

　これらの研修会は，発達症に関する知識を普及し，支援

を促進するという目的に加え，ASD projectの教育プログ

ラムで扱えなかった内容を修了生・受講生へ提供し，プロ

グラムを補完するという狙いももって開催された．そのた

め，「“自閉症”を再考し，原点からASDを捉える」といっ

た基礎から振り返る企画，最先端の研究知見（女性の

ASD，成人の発達性協調運動症など），アンケート調査か

ら得られた現場のニーズに応えた企画（義務教育以降の教

育的支援など）と，さまざまなテーマを扱うこととなった．

Ⅴ．課題解決型事業終了後の 2023 年度の活動

1．	ASD	project	Basic	course の開設

　本事業で開発した履修証明プログラムでは，ASD・発達

症の高度な支援を提供する「自閉スペクトラム症高度専門

支援者」の育成を目標としているが，質を重視する本プロ

グラム提供には運営側のきめ細かな対応が必要であり，人

的資源上の制約から，受講生の受け入れ可能数は年間 10

名が限度であった．かねてより，本事業で開催したシンポ

ジウムや研修会への参加者，受講生の連携者などから，基

礎的な内容を集中して学習したいというニーズが挙がって

いたことに加え，支援にあたる現場での発達症に関する共

通理解の不足が適切な支援や多職種支援を阻む要因の 1つ

になっているとの意見が各所より報告されていたことか

ら，「現場を支えるスタッフ各々の基礎知識を向上させる

こと」が，共通理解のもとに協働することにつながり，質

の高い支援を下支えすると判断した．そこで，ASD・発達

症の支援・対応を行っていくうえで必須となる知識を学習

する e‒learningプログラム（Basic course）を2023年度よ

り新設した．

　Basic courseの内容は，本事業で開発した教育プログラ

ムから基礎的な内容の講義を抽出したものであり，e‒

learning用の教材として動画コンテンツを作成した．対象

者を限定しない web上のオンデマンド講座とすることに

より，職種や立場，地域や時間に制限なく受講することが

可能となっている．2023年度は 32名が受講し，当事者や

企業からの参加も得ている．自分自身，家族，発達症の傾

向を認める職員などの理解を深めたいとの思いから受講に

つながった受講生が多く，Basic courseが，ASD・発達症

支援に取り組むための共通知識の普及促進のみならず，当

事者の自己理解の促進や，産業保健分野での支援の強化に

貢献することが期待される．

2．	滋賀県との協働事業

　例年，滋賀県教育委員会からの推薦を受けた教員が

ASD projectへ受講生として参加している．滋賀県では，

児童生徒の不登校の割合が全国水準よりも高い水準にある

など，学校現場におけるメンタルヘルス関連の問題への対

応が急務となっている．そこで，滋賀県教育委員会とASD 

projectとの協働事業として，2023年度より「学校保健の

機能強化」事業がスタートした7）．本事業へは，修了生お

よびASD project実行委員がアドバイザリーボードとして

参画し，校内の支援体制の整備，メンタルヘルス関連の健

康問題に対応するための学校と学外組織との連携システム

の構築をめざしている．現在は養護教諭を中心とした取り

組みではあるが，児童生徒と長い時間接するのは一般教諭

であるため，発達症の正しい理解を含むメンタルヘルスの

知識の普及とそれに基づいた取り組みをいかに一般教諭ま

で広げていくかが，今後の課題である．
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Ⅵ．今後の活動予定	
―産業保健との関連において―

1．	医学教育

　臨床実習や現場に出た際に何かしらの困難が生じ，背景

に発達症あるいは発達症の特性の関与があると考えられる

医療系学生・医療者のケースが，近年増加している印象が

ある．初期研修における研修医の約 3割が，うつ状態を経

験すると報告されている6）が，京都大学医学部附属病院の

初期研修医を対象とした調査（未発表）では，発達症の特

性が強い場合，特性が弱い場合と比較して，うつ状態を呈

している者の割合が高いというデータがある．

　2022年度の障害学生の修学支援に関する実態調査報告

書5）によれば，医療系大学における発達症のある学生の在

籍者数は，医・歯学で 76名，それ以外の医療系学生で 366

名と報告されている．著者としては，特性を有する学生の

数はそのような数では収まらないことを実感しており，医

療者の卒前・卒後教育における発達特性に注目した取り組

みについては，今後整備を進める必要があると感じている．

　このような背景のなかで，ASD project修了生を中心に，

京都大学医学部附属病院では看護師教育における発達症へ

の取り組みを開始している．2023年度には看護師長を対

象に，発達特性のある若手への指導に関する研修も行わ

れ，今後はその取り組みを全体に広げていくことを構想し

ている．

2．	教育分野

　医療人材の養成とは少し離れた領域ではあるが，教育分

野における活動を報告する．本事業で得た教材作成のノウ

ハウを活かし，現在，教員研修プラットフォーム（文部科

学省「新たな教師の学び」に対応したオンライン研修コン

テンツ開発事業）8）に掲載されるビデオコンテンツを作成

している．このプラットフォームは，教員免許更新制の廃

止に伴い，教員の資質向上を担保するためのオンライン研

修を行うためのデジタル環境であり，2024年度より稼働

予定である．発達症への理解を深める 2コンテンツに加

え，近年精神疾患による休職率が増加している教員に対し

て，「メンタルヘルス問題の予防と早期発見・対応」「セル

フケアの促進」が可能となるようなコンテンツも用意して

いる．発達症の特性を有する教員が直面する課題について

も現場からは報告されており，今後は，セルフケア促進の

一環として，「教員における発達特性」を扱うコンテンツ

を追加することも検討している．

お　わ　り　に

　ASD projectは，当初の目標である「国民的健康課題の

解決」に向け，「的確な始動」を果たした状況にあると考

えられる．各方面の協力・協働により，当初の目標の達成

に向け，今後も着実に歩みを進めていきたい．

　なお，本論文に関連して開示すべき利益相反はない．
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Kyoto University ASD Project：Past and Prospects
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　　Recently, studies have reported that developmental disorders, especially autism spectrum 

disorder（ASD）, are involved in the background of national health issues such as truancy, 

withdrawal, prolonged depression, and employment‒related difficulties. Kyoto University’s 

ASD project was selected by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technol-

ogy in FY2018 for its Problem‒Solving‒Oriented Program for Advanced Medical Personnel. 

The program aims to solve national health challenges by systematically training medical and 

healthcare‒related professionals who can deal with various health problems of developmental 

disorders including ASD. The educational program was launched in FY2019. So far, 39 partic-

ipants from various professions, including medical doctors, dentists, pharmacists, nurses, certi-

fied public psychologists/certified clinical psychologists, mental health social workers, school-

teachers, and judiciary‒related professions, have participated in the two‒year, 120‒hour pro-

gram, which consists of lectures and hands‒on training. The program includes classes by 

experts in related fields including not only those in the medical field but also those in judicial 

problem‒solving. Classes include the use of art to utilize the strengths of ASD and instructions 

in writing a judicial case analysis paper. The program also provides students with the skills to 

deepen their understanding of the distinctive psychophysiology of ASD and developmental 

disorders and acquire the support skills to respond appropriately to issues that arise throughout 

life. The 28 graduates of the program are currently working in various institutions and commu-

nities. Graduates, students, program instructors, and staff of the ASD project have formed a 

developmental disorder support network and, when necessary, a cross‒disciplinary team, 

which includes specialists from medical, educational, and welfare fields, to deal with cases. In 

this paper, I review the past activities of the ASD project, and report its prospects with a view 

to collaboration with the field of occupational health.
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